
今
年
一
月
、
駅
の
ホ
ー
ム
で
、
線

路
へ
転
落
し
た
人
を
助
け
よ
う
と
、

線
路
へ
飛
び
降
り
、
ホ
ー
ム
に
入
っ

て
き
た
電
車
に
は
ね
ら
れ
、
生
命
を

失
っ
た
韓
国
人
留
学
生
李
秀
賢
さ
ん

の
勇
気
あ
る
行
動
は
日
本
中
を
感
動

さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
事
件
で
、
多
く

の
日
本
人
は
韓
国
に
対
し
て
好
感
を

持
つ
こ
と
に
な
り
、
韓
国
を
訪
れ
る

人
の
急
増
の
一
因
と
も
な
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
で

は
観
点
を
変
え
て
、
い
わ
ゆ
る
「
訪

韓
ラ
ッ
シ
ュ
」
の
理
由
を
経
済
的
・

観
光
的
な
側
面
か
ら
探
っ
て
み
ま
し

ょ
う
。

日
本
の
観
光
業
者
に
よ
る
と
、
最

近
の
韓
国
旅
行
ブ
ー
ム
は
「
安
・

近
・
短
」
と
い
う
言
葉
で
説
明
が
で

き
る
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
長
期
間

続
い
て
き
た
不
景
気
の
た
め
、
日
本

人
の
海
外
旅
行
パ
タ
ー
ン
が
、
安
く

て
、
近
く
て
、
短
い
観
光
へ
変
わ
っ

て
い
る
と
い
う
意
味
で
す
。
日
本
企

業
の
週
休
二
日
制

の
実
施
率
は
六

〇
％
で
、
従
業
員

千
人
以
上
の
大
手

企
業
の
場
合
は
八

二
％
で
す
。
ま
た
、

祝
日
を
月
曜
日
に

移
す
「
ハ
ッ
ピ
ー

マ
ン
デ
ー
」
も
拡

大
実
施
さ
れ
、
二

泊
三
日
の
旅
行
が

可
能
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
日
本

人
観
光
客
の
韓
国

に
滞
在
す
る
日
数
が
平
均
二
・
八
日

と
い
う
こ
と
と
一
致
し
て
お
り
、
観

光
客
が
急
増
し
た
大
き
な
原
因
に
な

り
ま
し
た
。

日
本
人
の
訪
韓
目
的
を
見
る
と
、

「
観
光
」
が
五
八
・
五
％
、「
事
業
ま

た
は
専
門
活
動
」
が
三
一
・
六
％
、

「
友
達
・
親
戚
訪
問
」
が
五
・
八
％

で
す
。

現
在
、
韓
国
行
き
の
航
空
便
は
日

本
国
内
二
十
一
の
空
港
か
ら
飛
ん
で

い
ま
す
。
旅
客
輸
送
能
力
は
週
間
三

百
四
十
五
便
、
九
万
三
千
席
で
す
。

今
年
、
四
月
に
は
米
子
―
ソ
ウ
ル
間

に
も
定
期
便
が
就
航
す
る
こ
と
に
な

り
、
韓
国
行
き
は
一
層
便
利
に
な
り

ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
大
量
交
流
時
代
が
始

ま
っ
た
今
、
日
本
人
の
韓
国
に
対
す

る
満
足
度
は
ど
れ
く
ら
い
で
し
ょ
う

か
。
韓
国
観
光
公
社
の
外
国
人
観
光

客
実
態
調
査
（
二
〇
〇
〇
年
）
に
よ

る
と
、
訪
韓
し
た
日
本
人
の
満
足
度

は
五
点
満
点
中
、
三
・
九
九
点
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
の
観
光
客
、
特
に
訪
韓
観

光
客
を
引
っ
張
っ
て
い
る
日
本
人
観

光
客
の
満
足
度
が
低
か
っ
た
事
は
、

受
入
側
の
韓
国
が
解
決
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
問
題
で
す
。
よ
り
多
く
の

日
本
人
観
光
客
の
誘
致
に
向
け
て
一

層
努
力
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

アンニョンハセヨ！鳥取市国際交流員
の張日榮（チャン・イルヨン）です。
前回は、韓国が観光地として日本人に
一番人気があると紹介しました。今回は
具体的になぜ日本人の観光客が韓国へ集
まるのか、その理由を紹介したいと思い
ます。
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順位 国　　　名 満足度
（5点満点）

１位 ロ シ ア 4.54

２位 ア メ リ カ 4.51

３位 フ ラ ン ス 4.47

４位 ド イ ツ 4.39

５位 イ ギ リ ス 4.38

６位 オーストラリア 4.37

７位 カ ナ ダ 4.28

８位 シンガポール 4.26

９位 タ　　　　イ 4.20

10位 日　　　　本 3.99

韓国観光公社調査（2000年）

⑦　とっとり市報

③


